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２学期終業式 校長式辞より 

長かった２学期も今日で終業を迎えます。みなさんお疲れさまでした。振り返ってみると、行事を

通して大きく成長した学期になったと思います。特に秋華祭では、自主・創造・連帯の精神をいかんな

く発揮され、大きな成果を収めることができました。みなさん自身も成長を実感し、達成感や楽しさ

も味わったことはすばらしいと感じます。しかし、大切なことは、その秋華祭の成果を全体で共有し、

価値付けながら更によい集団を創り上げるんだ、という気持ちを、その後の学校生活でも発揮できて

いるかどうかということだと考えます。言い換えると、成長が積み上がっていっているか、というこ

とです。そういう意味では、やや物足りなさを感じますし、その分、３学期に期待したいと思います。 

さて、先日読んだ新聞のコラムから「性善説」という言葉が目に止まりました。「性善説とは、人は

生まれながらにして善の性質をもつ」という意味です。コラムを一部引用しながら話をします。 

世の中の社会制度の多くは性善説に基づいて設計されている。例えば無人販売所に「りんご５個で

３００円」と看板が出ていれば、ふつうの人は代金を払ってりんごを取っていく。でも、たまに悪用す

る人間が出てくる。あるだけのりんごと代金まで盗んでいく。悪用するやつらは「性善説を信じてい

るやつらはバカだ」と高笑いをするだろう。だが、りんご農家がこれに懲りて、店番を置いたり防犯カ

メラを設置したりすれば、その分のコストが価格に転嫁されて、次は「りんご５個で５００円」に値上

がりする。悪用するやつらの取り分は、そうでない良民が分担することになる。 

中学校も社会制度と同様に、「性善説」で成り立っている制度が大部分である。しかし、この制度の

穴をついて悪用する人間が出てくると、学校のきまりそのものを「性悪説」で作り直さなければなら

ない。りんごの例のように、例えば、泥棒がいるかもしれない、と思い思われて生活するのは憂鬱なこ

とである。何より全く価値を生み出さない防犯コストを全員が負担するのも大変である。そんな学校

では、できれば生活したくない。制度は、性善説で設計した方が圧倒的に効率がよく、何より「だから

こそ善であれ」という呼びかけまでも行ってくれている。「利他共生」のスローガンも性善説の下で成

り立っている。だからこそ、学校では「善」の心をもって生活してほしい。 

明日からの冬休みは、心身の健康に心がけると共に、新しい年に向けて、よりよい未来を考える時

間としてください。それではみなさん、よいお年をお迎えください。 

 

２学期を振り返って 生徒代表の言葉を紹介します。 
私は、２学期を振り返って、人を認め、共に助け合うということの大切さを知りました。人を認め

る、ということは、私にとって、とても難しいことでした。それでも、他人を認め、助け合うことの大

切さに気付かせてくれたことには、理由があります。 

それは、今年度のスローガン「利他共生」です。利他共生には、自分の良さを生かして、人のために

も自分の能力や持ち味を発揮して共に助け合い、認め合う、という意味があります。私は、最初にこの

言葉を聞いたときには、学校生活の中で自分たちの個々の能力を発揮しあうのはとても難しいことな

のではないかな、と思いました。さらに、その能力を認め合う、ということも、すごく難しいことだ

な、と思いました。私は、三役として、今学期、授業のあり方について、考える機会が多くありまし

た。その中で、利他共生である授業、学校生活はどのようなものか考えてみました。授業は、さまざま

な意見が生まれてこそ成り立ちます。問題にひたすら取り組んだり、意見を友達と共有しあったり、

授業内でもさまざまな活動を行います。一人で黙々と進めるのが得意だったり、人と話し合うのが得

意だったり、クラスの中にはさまざまな人がいます。みんなの能力が合わさってこそ、よりよい授業

が生まれると思いました。クラスの一人一人の能力を見つけ、その能力を発揮するには、共に助け合

うことは必要不可欠です。私は、よりよい授業を自分たちで作り出すために、クラスのみんなの能力

やよいところをたくさん探して、授業に反映させるようにしていきたいと思いました。そのためにも、

３学期では、もうすぐ３年生に進級することも意識し、他人を認め、相手も自分も能力を発揮し合え

るクラス作りに三役として取り組んでいきたいです。 



長期休業中における電話の自動音声対応について 
１２月２４日（火）から１月６日（月）の電話の自動音声対応につきましては、以下のようにさせてい

ただきます。御理解・御協力のほど、よろしくお願いします。 

・平日 …… １６：４５～翌日８：１５ 

・土日及び年末年始休業（１２月２８日～１月５日） …… 終日 

【緊急を要する場合の対応について】 

・ 事件（家出、誘拐、触法行為等）・事故等については警察（110番）へ、病気・怪我等については

救急（119番）へ連絡してください。 

・ 土日及び年末年始休業、夜間は知多市役所宿直（0562-33-3151）へ連絡してください。宿直から知

多市教育委員会学校教育課へ連絡をします。 


